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　本稿では，園芸学研究科環境造園学領域で開講す
る 環 境 造 園 プ ロ ジ ェ ク ト 演 習A ～ E（Landscape 
Architecture Project Studio）（以下，「スタジオ」）の紹
介をしたい．環境造園学の教育分野でのスタジオと
は，主にランドスケープアーキテクトを養成するた
めの少人数制の教育で，濃密な設計教育を行う．米
国ハーバード大学デザイン大学院ランドスケープ
アーキテクチュア学科，など世界のプロフェッショ
ナルスクール（専門職大学院）の多くでスタジオ制
の教育方式が採用されその歴史も長い．学生はラン
ドスケーププランニング，デザイン，マネージメン
トのスキルのみならず，社会の様々な場面における
ランドスケープ的思考と実践の必要性について学ぶ
ことができる．千葉大学園芸学研究科の環境造園プ
ロジェクト演習は2016年度以降で細分化しA～Eの
５つのスタジオがあり，学生の趣向や国際性に合わ
せて，選択できる体制となっている．そのうち２つ
のスタジオは日英併用の準英語プログラム，３つは
英語主体の英語プログラムとなっている．
　第１～２タームにおいて以下のスタジオが開講し
ている．
　スタジオ-A（準英語プロブラム，担当：秋田典子
准教授，木下剛准教授，霜田亮祐准教授）は初心者
レベルのデザインスタジオで敷地スケールの対象地
を対象にリサーチとデザイン提案，今後のマネージ
メント手法について検討する．
　スタジオ-B（準英語プロブラム，担当：木下剛准
教授，秋田典子准教授，霜田亮祐准教授）：中級者
～上級者レベルのデザインスタジオ，都市スケール
を対象にリサーチ，プランニング，デザインまで一
連の流れで都市環境の将来像を検討する．
　2017年度はスタジオ-A，Bは同じエリア（御茶ノ
水駅周辺の神田川沿いエリア）を対象とし，学生が
A，Bを通じて，当エリアの異なるスケールを横断
するかたちでのランドスケープの提案が行えるよう
にした．テーマは「TOKYO CANYON」．実は，こ
のエリアは，今期サバティカル中の三谷徹教授が
ハーバード大学デザイン大学院で担当するスタジオ
と対象地を共有している．直接的な交流はないもの
の，世界のトップ校と同エリアにおいてランドス
ケープを検討したことは有意義な経験であった．
　スタジオ-C（英語プロブラム，担当：木下勇教授，
霜田亮祐准教授）は夏季の短期集中型スタジオで
CCDC （Cross Cultural Design Collaboration）の一環で
2017年８月24日～30日にかけて行われた．スイス・
ベルン応用科学大学，イギリス・シェフィールド大
学，中国・湖南大学など千葉大学との協定校から計
10名の参加が木下勇教授の招聘により実現した．千
葉大学からも留学生，日本人学生が10名ほど参加し
て，計20名程度の参加となった．内容は松戸市内の
岩瀬地区の地区センター，個人邸，道路用地の三カ
所にビオフィリックガーデン（Biophilic Garden）と
称した３つの庭空間をデザイン＆ビルドするもので
ある．岩瀬地区全体が松戸市内において崖下の低地
であり，雨水が集まりやすい地形である．そのため，
いくつかの庭においてはレインガーデン（雨水を活
用する庭）を実際に施工した．
　スタジオ-D（英語プロブラム，担当：霜田亮祐准
教授・木下勇教授）は福島県石川町における合宿型
スタジオで，2017年11月３日～５日間で開催された．
今期のテーマは「人馬一体にとる地域再生」と称し
て，地区に残る馬産遺構である約400ｍのトラック
「養駒運動場」を対象地に，デザイン＆ビルドを行
い，周辺エリアも含めた地域スケールにおける「ラ
ンドスケープツーリズム」の提案を行った．
　スタジオ-E（英語プロブラム，担当：霜田亮祐准
教授・永瀬彩子国際教養学部准教授）：シンガポー
ル国立大学，清華大学，千葉大学が共同で行う２月
下旬～３月上旬に行う10日間程度の共同ランドス
ケープデザインスタジオである．理工学研究院，国
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際教養学部と園芸学研究科が共同で進めるキャンパ
スアジア植物環境イノベーションプログラムの活動
の一環でもある．計約30名程度の学生が各校より集
まり，柏の葉地区の大型商業施設ららぽーとを対象
に，同地区が進めるスマートシティ形成の一助とな
るようなランドスケープの提案を行った．2017年度，
2018年度と２年連続で同対象地にて開催する予定で
ある．
　以上，園芸学研究科環境造園学領域によるスタジ
オ教育についての概略を述べた．今後大学院改組に
際して，「ランドスケープ学」の名の下に，他領域
との共同も進むであろう．高度専門職業人：ランド
スケープアーキテクトの育成のためにも，スタジオ
制教育の有用性と必要性は国際的にも高まってきて
いる．私自身も国際教育や専門的立場からもこれら
の教育プログラムの充実を図っていきたいと考えて
いる．
　This article is introducing our “Landscape Architecture 
Project Studio A-E” held by Field of landscape architecture 
in the Graduate School of Horticulture. A studio education in 
a field of landscape architecture is an intensive landscape 
design studio by small-group member. It has longer history 
in a ﬁeld of landscape architecture education such as Harvard 
University Graduate School of Design. A student could learn 
professional skills, philosophy and knowledge through 
practices of landscape planning, design, and management in 
a project. We have opened ﬁve studios since 2016 so that all 
the student including international students in the graduate 
school could choose an appropriate studio depending on their 
schedule of enrollment and their level. 2 studios are run by 
semi-English program and the other 3 studios are English 
based program.
　We would like to push forward to activate more about the 
studio base education under the reorganized program will be 
called “Landscape Study” with other fields. In order to 
educate a student as a professional landscape architect who 
could do many global practices, this kind of professional 
education has been highly needed in a global field. I also 
would like to do my best to enhance the design education 
system in the field of landscape architecture from the 
internationally educational point of view.
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